
 

 

 

 
 

 

 三学期終業式と  ～１年間ありがとうございました～  

３月１９日(水)に三学期の終業式を行いました。各学年と生徒会本部の代表生徒

がこれまでの学校生活を振り返り、次年度に向けた抱負を発表しました。学力向上

への工夫や新入生への気遣い、勉強と地域クラブの両立、力を合わせて成し遂げる

ことの大切さなど、この１年の学びや経験に基づいた頼もしい内容ばかりでした。

校長として一年間の成長をたたえ、かけがえのない仲間と過ごす時間をこれからも

大事にしてほしいと伝えました。４月７日(月)まで春休みとなります。新年度に向

けて学習面と生活面の目標を考え、元気よく始業式を迎えてほしいです。 

 第５７回卒業証書授与式と  ～次のステージでの活躍を祈念いたします～ 

 ３月７日(金)に第５７回卒業証書授与式を挙行しました。時々青空が顔をのぞか

せる名残り雪舞う中、４１名の卒業生が次のステージに向けて学び舎を後にしまし

た。厳粛で清新な雰囲気の中にも、確かなぬくもりが感じられる式典となりました。

ご来賓、保護者とご家族、地域の皆様、ありがとうございました。 
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 ４月の予定  

８日(火)始業式、新任式 

９日(水)入学式 2,3年生給食開始 

10日(木)1年生知能検査 新入生歓迎会 

地域分団集会 1年生給食開始 

11日(金)NRT(全国標準学力検査)1-3限(3教科) 

14日(月)     同     1-2限(2教科) 

15日(火)ＰＴＡ役員会・委員会 

    3年生全国学力調査(理・生徒質問用紙) 

 

 

16日(水)4限授業(給食あり) 尿検査一次 

17日(木)正副級長任命式 (尿検査予備日) 

    3年生全国学力調査(国・数) 

18日(金)専門委員会 

23日(火)防災学習① 

24日(水)防災学習② 1年生心臓検診 

28日(月) 4限授業(給食あり) ＰＴＡ総会  

授業参観 学年ＰＴＡ 部活動保護者会 

30日(水)避難訓練 眼科検診 

                                 （校長:栃倉 敦） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教職員の人事異動と  ～お世話になりました～ 

 湯之谷中学校では、この度の人事異動で９名の職員が転退職いたします。勤務の

期間はそれぞれですが、保護者や地域の皆様には今までお世話になりました。今後

も益々の発展を祈念いたします。これまで大変ありがとうございました。 

職名等 氏名 転出先等 教科 勤務年数 

教頭 加藤  輝 十日町市立下条中学校 理科 ５年 

養護教諭 松木 敏子 退職  ６年 

教諭 渋谷 祐樹 小千谷市立東小千谷中学校 数学 ６年 

教諭 板垣  樹 県立村上中等教育学校 英語 ２年 

教諭 阿部 歩実 十日町市立水沢中学校 音楽 １年 

講師 山田 雄大 小千谷市立小千谷中学校(教諭新採用) 英語 ８か月 

学習補助 下村 貴史 魚沼市立堀之内小学校  ４年 
特別支援  

サポーター 瀬下 彩希 魚沼市立魚沼北中学校  ２年 

庁務員 長壁 和行 魚沼市立宇賀地小学校  ２年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

教育期Ⅰ期 集団活動・学習習慣確立期 

時期 

送辞は、上村 奏多 さんが読み上げました。まず、卒業生の皆さんが手本となって

自分たちを導いてくれたことへの感謝を伝えました。生徒会スローガン「学年を超えた

協力で変化をつくる～生徒主体の湯之谷中～」を実現させようとする気持ちがよく伝わ

ったといいます。具体的には体育祭の競技やダンス、Ｔシャツづくりにおいて、楽しみ

ながら全力で取り組む姿に一体感を覚えたとのことです。また、部活動や地域クラブで

は、技術や礼儀作法だけでなく、仲間への接し方や励まし方も学ばせてもらったそうで

す。全校集会や生徒会のイベントでは、意見を上手に引き出してくれる心遣いや、緊張

を和らげようとする優しさを感じたともいいます。このような先輩たちの志を引き継い

で、もっともっといい学校にしていこうという決意を伝えました。 

 

続く答辞は、星 万潤 さんが読み上げました。冒頭で、湯之谷中学校での３年間

は、ワクワク・ドキドキで多くの感動を得たと話しました。入学して１年目は何もかも

新鮮であっという間だったそうです。そして２年生になると、お互いの物理的、そして

心理的な距離感について葛藤したといいます。しかし、よいことばかりではないこの１

年が、自分たちを大きく成長させたと述べました。３年生では修学旅行を皮切りに、体

育祭や合唱コンクールなど、どれも忘れられない思い出になったと続けました。嬉しい

ことも辛いこともあったけれど、一緒に過ごした友達の存在を大きく感じた青春の

日々。最後は家族・職員・後輩・ご来賓・地域の皆様への感謝を伝えました。 

 


